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ま
す
が
現
時
点
で
は
合
併
論
議
が
進
ん
で

い
る
訳
で
す
か
ら
道
志
村
の
お
か
れ
て
い

る
立
場
を
考
え
て
み
て
も
交
付
税
等
が
減

ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
、
減
少
さ

れ
る
分
山
林
、そ
の
他
を
利
用
し
た
中
で
、

税
財
源
の
手
立
て
が
で
き
る
か
有
効
な
手

段
で
行
政
運
営
が
や
っ
て
い
け
る
の
か
出

来
る
の
か
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

ろ
う
。

道
志
村
は
丹
波
山
村
、
小
菅
村
と
共
通

す
る
所
で
も
あ
り
、
東
京
、
横
浜
の
水
源

の
村
と
い
う
こ
と
で
す
。
道
志
村
は
、
何

処
と
合
併
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
と
い

う
こ
と
で
な
く
て
、
百
年
来
お
付
き
合
い

の
あ
る
横
浜
市
と
、
今
ま
で
以
上
の
有
効

関
係
を
結
ぶ
手
立
て
を
考
え
、
緊
密
な
連

携
を
と
る
な
か
で
選
択
し
て
い
く
の
も
よ

い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
、
中
山
間
事
業
に
つ
い
て

中
山
間
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
長

は
じ
め
行
政
サ
イ
ド
の
熱
意
あ
る

努
力
に
よ
り
県
下
に
お
い
て
も
例

を
み
な
い
二
度
目
の
中
山
間
事
業
の
導
入

に
成
功
し
、
事
業
の
推
進
員
の
委
嘱
や
地

域
住
民
と
の
懇
談
会
も
行
っ
た
中
で
、
具

体
的
事
業
の
選
定
は
、
ま
だ
ま
だ
先
の
事

で
す
が
単
に
個
々
の
事
業
で
な
く
、
間
近

に
せ
ま
っ
た
合
併
問
題
等
を
見
据
え
た
中

で
、
事
業
推
進
し
て
い
く
必
要
が
大
切
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

行
政
は
こ
の
事
業
選
定
に
あ
た
り
ど
の

よ
う
な
理
念
構
想
を
基
に
策
定
、
決
定
し

て
い
く
考
え
な
の
か
。

中
山
間
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
十
一
年
に
制
定
さ
れ
た
「
食

料
、
農
業
、
農
村
基
本
法
」
の
基

本
理
念
と
村
の
「
長
期
総
合
計
画
」
に
基

づ
き
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
農
業
生
産
基

盤
、
生
活
環
境
の
整
備
、
福
祉
の
向
上
等

を
総
合
的
に
推
進
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
個
性
あ
る
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
の
農
村
振
興
基
本
計

画
を
ま
ず
作
成
し
、
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
で
メ
ニ
ュ
ー
化
し
事
業
実
施
し
て

い
く
。

事
業
種
目
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
地
域

懇
談
会
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
基
に
、

道
志
村
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
推
進

協
議
会
と
検
討
を
か
さ
ね
、
方
向
づ
け
を

し
て
い
く
。

推
進
協
議
会
、
各
地
区
の
懇
談
会

の
中
で
も
、
中
山
間
地
事
業
の
趣

旨
説
明
が
さ
れ
、
村
民
も
議
会
も

理
解
し
た
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
問
題
は
事
業
の
選

定
と
決
定
の
過
程
が
ど
う
な
る
の
か
と
い

う
こ
と
と
、
事
業
決
定
す
る
前
に
、
事
前

に
議
会
と
調
整
協
議
す
る
な
ど
の
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

道
志
村
中
山
間
地
総
合
整
備
事
業

は
、
事
業
費
二
十
億
と
い
う
大
変

重
要
な
事
業
で
す
。

事
業
の
選
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
本

は
推
進
協
議
会
で
議
論
を
進
め
、
重
ね
て

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

議
会
に
も
、
逐
次
経
過
報
告
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

冷
た
さ
を
も
て
滑
ら
か
に

酢
牡
蠣
か
な
　
松
根
東
洋
城

ま
つ
ね
と
う
よ
う
じ
ょ
う

こ
ん
な
句
を
読
ん
だ
だ
け
で
、

生
つ
ば
が
出
て
き
そ
う
で
す
ね
。

英
語
で
Ｒ
の
つ
く
月
が
お
い
し
い

と
さ
れ
る
牡
蠣

か

き

で
す
が
、
な
か
で

も
厳
寒
期
の
一
、
二
月
は
旬
。
和
、

洋
、
中
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理

に
合
い
ま
す
が
、
牡
蠣
の
お
い

し
さ
を
堪
能
で
き
る
の
は
、
や

は
り
生
食
で
し
ょ
う
。
生
の
魚

介
類
は
あ
ま
り
食
べ
な
い
欧
米

で
も
、
牡
蠣
だ
け
は
別
格
の
よ

う
で
す
。

端
正
な
殻
を
持
つ
ハ
マ
グ
リ

な
ど
と
同
じ
二
枚
貝
で
す
が
、
牡

蠣
の
外
見
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
不
格
好

で
、
こ
れ
と
い
っ
て
決
ま
っ
た
形

を
し
て
い
ま
せ
ん
。
岩
肌
な
ど
に

は
り
つ
い
て
い
て
動
け
な
い
の
で
、

殻
の
ふ
た
を
開
け
、
繊
毛
せ
ん
も
う

を
動
か

し
て
海
水
を
取
り
込
み
、
そ
の
中

の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
ま
す
。

牡
蠣
の
肉
質
の
独
特
な
柔
ら
か

さ
も
、
運
動
を
し
な
い
た
め
だ
ろ

う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

牡
蠣
は
「
海
の
牛
乳
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
栄
養
価
が
高
く
、
病
人
食

と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

松
島
の
　
松
に
雪
ふ
り

牡
蠣
育
つ
　
　
　
山
口
や
ま
ぐ
ち

青
邨

せ
い
そ
ん

現
在
、
日
本
の
牡
蠣
は
、
ほ
と

ん
ど
が
マ
ガ
キ
と
呼
ば
れ
る
養
殖

も
の
で
、
主
な
産
地
は
広
島
、
松

島
湾
、
伊
勢
湾
な
ど
。
養
殖
の
方

法
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
波
が

穏
や
か
で
え
さ
と
な
る
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
豊
富
な
場
所
と
い
う

の
が
共
通
し
て
い
ま
す
。
マ

ガ
キ
は
春
に
な
る
と
、
産
卵

に
備
え
生
殖
巣
が
発
達
す
る

た
め
味
が
落
ち
て
き
ま
す
。

牡
蠣
は
、
産
卵
後
し
ば
ら

く
は
海
中
を
泳
ぎ
回
っ
て
い

ま
す
が
、
や
が
て
棒
杭

ぼ
う
く
い

や

岩
礁

が
ん
し
ょ
う

に
付
着
し
、
そ
こ
に
着

い
た
ま
ま
、
一
生
を
終
え
ま
す
。

牡　蠣 牡　蠣 牡　蠣 

質問
1

答弁
1

質問
2

答弁
2



平成14年２月１日（8）

◆ 一般の方
事業を営んでいる方、不動産所得などがある方、不動産やゴルフ会員権及び株式

等を譲渡した方などで、平成13年中の各種所得金額の合計額から所得控除を差し

引いた金額を基礎として計算した税額が、配当控除額と定率減税額などとの合計額

より多い方。

◆ 給与所得のある方
①給与収入が2,000万円を超える方。

②給与を１ケ所から受けている方で、給与所得以外の

所得が20万円を超える方。

③給与を２ケ所から受けている方で、従たる給与の

収入金額と給与所得以外との合計額が20万円を超える方。

④家事使用人や在日外国公館に勤務する方及び国外で

支払を受ける給与等のある方で、源泉徴収がおこなわれない

給与等の支払を受けている方。

● 村県民税の申告について
確定申告をした人は、村県民税の申告の必要はありませんが、所得が課税標準

以下であっても村県民税の申告は必要です。

村県民税の課税の基礎となるばかりでなく、国民健康保険料の資格基準、国民

年金の受給、保育料の決定、社会保険扶養者の認定等に必要な所得証明等の証

明が受けられません。

確定申告は税務署の窓口や、役場　総務課でも行えます。

都合のつかない人は、税務署へ郵送することもできます。

申告は正しくお早めに　納税は振替で

所得税の申告と納税は
２月18日(月)～3月15日(金)

贈与税の申告と納税は
２月１日(金)～３月15日(金)
（ただし、土曜・日曜・祝日は除きます。）

● 確定申告をしなければならない人 ●

申告書は自分で書いて早めに提出。

税の
お知らせ
税の

お知らせ



（9）

平成14年4月から、精神保健福祉法が改正され、精神保健福祉手帳および精神障害者通院
医療費公費負担の受付窓口が県（保健所）から市町村へ移管されます。
これにより、平成14年4月以降に新たに申請される方、並びに更新される方は、お住まい
の市町村へ書類を提出していただくことになります。

業務移管に伴い、保健所に申請されている内容を市町村へお伝えすることにしております。

業務の移管には万全を期するつもりですが、混乱も予想されご迷惑をおかけすることもあ
るかと思います。ご容赦ください。

なお、精神保健福祉手帳および精神障害者通院医療費公費負担申請だけでなく、在宅福祉
サービス等についても平成14年4月から市町村でも相談がうけられますので、あわせてご
承知おきください。

ご不明の点等がございましたら、最寄りの保健所へお問い合わせください。

富士北麓・東部地域振興局健康福祉部
吉田保健所　〒403-0005 富士吉田市上吉田1-2-5 TEL 0555-24-9034

前
号
で
は
、
柳
田
国
男
氏
が
村
民
性
に

つ
い
て
み
た
も
の
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
別
の
面
を
見
て
い
き
ま
す
。

「
道
志
村
の
谷
と
足
柄
路
」
の
中
で
柳

田
国
男
氏
は
、
道
志
の
谷
の
有
用
性
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

…
私
は
、
甲
州
東
南
隅
の
道
志
の
村
を

知
っ
て
居
る
。
こ
の
谷
は
山
あ
ひ
が
細
く

狭
く
、
多
く
の
人
馬
に
供
給
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
が
、
單
な
る
旅
人
の
通
路
と
し

て
な
ら
ば
、ち
ょ
う
ど
信
州
の
金
澤
峠
と
、

同
じ
よ
う
な
役
目
を
果
た
し
得
た
の
で
あ

っ
た
。
駿
東
以
西
の
各
地
か
ら
、
殊
に
須

山
越
の
ま
だ
通
っ
て
居
た
時
代
に
、
關
東

の
平
野
へ
出
よ
う
と
す
る
の
に
は
峠
は
二

つ
あ
る
が
大
體
水
の
流
れ
に
沿
う
て
、
こ

の
渓
を
安
々
と
歩
み
降
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
あ
る
。
…

こ
こ
で
い
う
二
つ
の
峠
と
は
、
篭
坂
峠

と
山
伏
峠
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
道
志
川
に
沿
っ
て
東
西
に
細
長
い
地

形
が
、
交
通
の
利
便
性
と
う
ま
く
合
致
し

て
い
る
点
を
見
逃
さ
ず
に
着
目
し
て
い
る

柳
田
氏
の
洞
察
力
に
敬
服
致
し
ま
す
。

村
内
に
は
、
電
源
開
発
の
送
電
線
が
国

道
と
並
行
し
て
通
っ
て
い
ま
す
。
佐
久
間

ダ
ム
の
発
電
所
か
ら
、
東
京
へ
電
力
を
供

給
す
る
為
の
、
専
用
施
設
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
は
、
道
志
村
が
、
静
岡
県
佐
久
間

町
と
関
東
平
野
と
を
結
ぶ
直
線
上
に
位
置

す
る
事
を
意
味
し
て
お
り
ま
す
。

…
富
士
見
町
ヨ
リ
富
士
ヲ
望
見
ス
ル
ニ

〃
富
士
隠
シ
〃
ト
称
シ
…
中
略
…
大
群
山

（
一
、
五
八
八
米
）
ニ
シ
テ
、
其
頂
点
ハ

正
シ
ク
相
模
ノ
足
柄
・
津
久
井
・
甲
斐
の

三
郡
ノ
境
ヲ
為
シ
、
道
志
ノ
山
村
ハ
即
チ

此
連
峰
ノ
北
麓
ニ
拠
レ
リ
。
…
…

柳
田
国
男
氏
は
「
甲
斐
南
都
留
郡
道
志

村
」
の
冒
頭
で
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

送
電
線
の
存
在
す
る
事
実
、
富
士
隠
し

の
大
室
山
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
氏
の
い
う

道
志
の
谷
の
利
便
性
を
実
証
し
て
お
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
道
志
の
地
理
的
条
件
が
、

氏
の
論
証
を
支
え
る
大
き
な
事
実
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
国
道
四
一
三
号

線
は
、
交
通
量
も
多
く
、「
道
の
駅
ど
う

し
」
も
大
繁
盛
、
九
〇
年
前
の
柳
田
国
男

氏
の
先
見
的
な
指
摘
そ
の
ま
ま
の
状
況
で

あ
り
ま
す
。
道
志
村
の
立
地
の
優
位
性
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
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柳田国男と道志村 …2

― 地理的優位性 ―

精神保健福祉手帳をお持ちの方へ
精神障害者通院医療費公費負担申請をされている方へ

1

2

3

4

5

県から市町村へ業務移管のお知らせ



自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
高
校
を
卒
業

で
き
る
の
が
、
通
信
制
高
校
で
す
。
勉
強
す
る

内
容
は
全
日
制
・
定
時
制
と
全
く
同
じ
で
す
。

卒
業
を
目
的
に
入
学
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
特
定
の
科
目
だ
け
勉
強
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

一
、
募
集
人
員

普
通
科
　
一
〇
〇
名

二
、
募
集
機
関

平
成
十
四
年
三
月
一
日
（金）
〜
四
月
二
日
（火）

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

（
但
し
、
土
、
日
、
祭
日
は
除
く
。

ま
た
、最
終
日
四
月
二
日
は
正
午
ま
で
）

三
、
出
願
及
び
問
い
合
わ
せ
場
所

山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校
　
通
信
制

甲
府
市
飯
田
五
丁
目
六
番
二
十
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
―
二
二
六
―
四
四
一
二

（
代
表
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
―
二
二
六
―
四
四
一
二

（
通
信
制
直
通
）

四
、
出
願
資
格

（１）
中
学
校
を
卒
業
し
た
者

（２）
中
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

学
校
長
が
認
め
た
者

（３）
年
齢
制
限
は
な
い
。

平成14年２月１日（10）

駐在所

だより

雪道・凍結道での運転操作は、

「強」・「急」がつかない運転が原則

です。

強いアクセル操作では駆動輪が空転

し、急ブレーキを踏めばタイヤがロッ

クしたりスリップしてしまいます。

発進時は、セカンドギアで発進して

ください。AT車ならDレンジに入れ、

ブレーキペダルから足を離すと発進し

ます。

停止するときは、早めにエンジンブ

レーキをかけ、フットブレーキは補助

的に使い、徐々に踏み込むブレーキン

グに心がけてください。

また、雪道・凍結道では、タイヤの

グリップ力が低下するため、乾燥路面

と同じ調子でカーブに入ると簡単にコ

ースアウトしてしまい、カーブの途中

で強いブレーキをかければ横滑りして

しまいます。

そのため、カーブの手前でエンジン

ブレーキを使用して減速し、カーブを

抜けてから加速することを習慣づけま

しょう。

スリップ事故の防止について

中
央
高
校
通
信
制

入
学
生
募
集
要
項

★基本走行：「急」な操作は厳禁



「
法
務
局
　
　
　
　
　
無
料
相
談
所
」

なん

で
も

（11）

法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、

訟
務
及
び
人
権
に
関
す
る
事
務
等
、
住
民

の
皆
様
方
の
生
活
に
深
く
関
係
す
る
事
務

を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
、
不
明
な
点
、
お
知
り
に
な

り
た
い
こ
と
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
法

務
局
の
職
員
が
お
答
え
す
る
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
し
、
事
前
の

予
約
等
特
別
な
手
続
も
不
要
で
す
。

日
　
時

平
成
十
四
年
三
月
十
六
日
（土）

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

場
　
所

山
交
百
貨
店
二
階

（
Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
南
口

甲
府
市
丸
の
内
一
ー
三
ー
三
）

相
談
内
容

●
土
地
や
建
物
、
会
社
な
ど
の
登
記
の
手

続
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
こ
と

●
相
続
問
題
、
遺
言
な
ど
に
関
す
る
こ
と

●
お
年
寄
り
の
財
産
な
ど
を
守
る
成
年
後

見
制
度
に
関
す
る
こ
と

●
婚
姻
、
離
婚
、
親
権
、
扶
養
等
に
関
す

る
こ
と

●
帰
化
な
ど
国
籍
に
関
す
る
こ
と

●
地
代
、
家
賃
の
支
払
い
な
ど
借
地
・
借

家
に
関
す
る
こ
と

●
児
童
・
生
徒
の
「
い
じ
め
」「
体
罰
」

に
関
す
る
こ
と

●
あ
ら
ぬ
噂
や
中
傷
な
ど
名
誉
・
信
用
に

関
す
る
こ
と

●
そ
の
他

主
　
催

甲
府
地
方
法
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
―
二
五
二
―
七
一
五
一

そ
の
他

登
記
・
供
託
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
電
話

に
よ
る
一
定
の
御
案
内
）
に
よ
り
二
十
四

時
間
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
申
請
用
紙
等

を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
取
り
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
―
二
四
〇
―
六
〇
二
七

日頃から様々な手芸に親しんでいるグループが集う「みんなの手芸展」

を開催いたします。

その多様なジャンルの作品をご覧いただきたく、ご案内申し上げます。

■展示日時 ２月24日 (日）から28日 (木）5日間

午前10時から午後５時　　最終日は午後４時まで

■出展作品 パッチワーク・編み物・織物・粘土細工・レザークラフト・陶芸

ペーパーフラワー・クレイフラワー・ちぎり絵・切り絵

押し花・生活小物細工・絵手紙

■展示場所 山梨県郡内地域産業振興センター

富士吉田市上吉田2277－3

■主 催 者 みんなの手芸展実行委員会

■問い合わせ先 （財) 山梨県郡内地域地場産業振興センター

TEL0555－24－4406 （担当者）堀内、森嶋

―
あ
な
た
の
お
知
り
に
な
り
た
い

法
務
局
に
関
す
る
ど
ん
な
相
談
に
も
お
答
え
し
ま
す
―

お知らせ

なん

で
も

みんなの手芸展　開催
県 民

文 化 祭

第８回



2 月 の 納 税

平成14年２月１日（12）みなさんの身近な話題・ニュースをお寄せ下さい。
企画課広聴広報係　　５２－２１１１内線１６☎

印刷：㈲ 印刷エトリ

杉本　類
るい

斗
と

くん（西和出村）

平成12年12月１日生

父 正人さん　母 ひろみさん

平成14年2月1日

第254号

発　行道 志 村 役 場
〒４０２-０２０９
山梨県南都留郡道志村６１８１-１
TEL 0554-52-2111㈹ FAX 52-2572
ホームページアドレス
http://www.vill.doshi.yamanashi.jp/

人口　2,170人　男　1,065人　女1,105人　世帯数589（H14. 1. 1現在）

道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

4,624

1 ,119

118

33 ,750

39 ,611

12月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

金子　文子さん（大栗）

大正13年10月１日生

固 定 資 産 税（第4期）

国民年金保険料 (第11期）

主 な 行 事
6日　育児教室
〃 リハビリ
10日 道の駅ほうとう祭
16日 中学校授業参観
18日 確定申告　～3月15日
19日　無料申告相談（都留市役所）
〃 リハビリ
23日 農委選挙人名簿縦覧　15日間　　　
〃 資源ゴミ収集
25日　農業委員会　pm3：00
27日　小学校授業参観
28日　固定資産税第4期納期限

わが家の

アイドル

おじいちゃんおばあちゃん
慶

弔

◇
十
二
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

下
善
之
木
　
山
口

愛
翔
く
ん

山
口
辰
生

上

中

山
　
平
賀

斗
く
ん

平
賀
雅
文

下
善
之
木
　
杉
本

春
菜
ち
ゃ
ん

杉
本
和
也

お
誕
生
お
め
で
と
う(

出
生)

（
届
出
人
）

上
白
井
平
　
　
　
　
水
越
　
理
恵

東
　
京
　
都
　
　
　
　
石
井
　
芳
房

末
永
く
、
お
幸
せ
に(

結
婚)

（
笹
　
久
　
根
　
　
　
　
出
羽
　
秀
頼

大
　
月
　
市
　
　
　
　
内
藤
　
陽
子

（
東
　
神
　
地
　
　
　
　
山
口
　
俊
一

神
奈
川
県
　
　
　
　
昆
　
亜
紀
子

（
谷
　
　
　
相
　
　
　
　
小
林
　
　
誠

埼
　
玉
　
県
　
　
　
　
荻
原
希
世
絵

（

上
白
井
平
　
　
池
谷
　
文
夫
　
81
歳

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

死
亡)

寄
せ
植
え
　
梅
の
盆
栽

今
年
も
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

板
橋
　
　
長
田
　
文
子
さ
ん

省エネ③つポイント
２月は、政府の呼びかけによる「省エネルギー月間」です。
便利なのでついつい使ってしまう電気ですが、皆さまにエネ
ルギーを大切に使っていただくよう関東電気保安協会では、
次の３つの「省エネポイント」をお知らせしています。

①冬の室温は20℃以下
省エネ目安は「20℃以下」。設定温度は控えめにしましょう。
②スイッチはOFF
見てないテレビや不要な照明は、こまめに切りましょう。
③待機電力のカット
就寝や外出する時のテレビは「主電源」で切り、常時通電
が不要な電気製品は、こまめにプラグを抜きましょう。


